


















































































































































































































図2 メディア別インターネット接続時間（％） （n＝152 na＝4）


































































































































































































































図8 希望する情報提供手段（手段別）（％） （n＝152 na＝4）
Facebookを利用している人がFacebookでの情
報提供を要望している割合が高い結果となってい
る。このように，普段利用している人がそれらの
SNSでの情報提供を希望していることが分かっ
た。保護者はそれぞれのツールの特徴を理解した
ら，その特徴を踏まえた適切な情報提供を望んで
いると考えられる。各情報に適した手段を使用す
れば，現在使用していないツールを使ったとして
も，保護者の満足する情報提供を行えるのではな
いかと分析できる。
まとめ
学童保育の情報発信に関して調査した本論文で
明らかになった点は以下のとおりである。
1．アクセスのしやすさという意味で，スマート
フォンを想定した情報発信やユーザーインター
フェースを検討する必要性がある
2．現在，保護者の学童のホームページの閲覧件
数は少く，そこから対策を考える必要がある。
保護者は子どもたちの行事や日常生活の様子
等はホームページ（パスワードあり）での情
報提供の要望が高く，緊急性のある情報はメー
ルでの情報提供の要望が高く，保護者はメディ
アの特徴を踏まえた情報発信の使い分けを希
望している
保護者のメディア利用の調査結果から，スマー
トフォンの利用率とアクセス時間が多い傾向があ
り，スマートフォン想定した情報発信を考える必
要がある。
現行のホームページは閲覧頻度が非常に低いが，
保護者は「行事の活動での子どもたちの様子」
「児童の学童での日々の生活の様子」などの子ど
もたちの様子を，写真などのマルチメディアを含
む情報提供はパスワード付きのホームページで提
供して欲しい要望が高いことが分かった。1週間
に1回程度のこれらの情報更新を行うことにより，
ホームページの閲覧頻度を上げることができると
考えられる。「災害時等緊急時の保護者への連絡」
「学童から保護者への日常の連絡事項」などの緊
急性がある情報は，メールでの配信を望んでおり，
保護者はメディアの特徴を踏まえた情報発信の使
い分けを希望していることが確認できた。
今後は，これらの要望を踏まえ，学童保育から
保護者に向けて情報発信する方法を提案していき
たい。
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